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吾
妻
鏡
が
鎌
倉
時
代
史
の
貴
重
な
る
史
料
な
る
こ
と
は
苟
も
史
學
に
志
あ
る

者
の
知
悉
す
る
所
た
り
、
若
し
未
同
書
に
接
せ
ざ
る
人
あ
ら
ば
史
學
會
雜
誌
第

一
號
に
掲
げ
た
る
星
野
博
士
の
同
書
解
題
を
よ
み
て
後
同
書
を
一
讀
せ
ら
れ
よ
、

其
記
事
の
比
較
的
正
確
に
し
て
且
社
會
諸
般
の
事
項
に
亘
り
、
豐
富
な
る
材
料

を
供
給
す
る
こ
と
多
く
他
に
類
を
み
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
然
れ
ど
も
同
書
は
其

性
質
及
其
史
料
と
し
て
の
價
値
に
至
り
て
は
未
充
分
の
攻
究
を
經
ざ
る
も
の
あ

る
に
似
た
り
、
今
少
し
く
愚
見
を
陳
し
て
以
て
大
方
の
是
正
を
仰
が
ん
と
欲
す
、

敢
て
斷
案
を
下
す
と
云
ふ
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　
史
料
の
批
評
に
二
樣
の
別
あ
り
、
第
一
其
外
形
よ
り
す
る
も
の
、
第
二
其
内

容
よ
り
す
る
も
の
是
れ
な
り
、
外
形
上
の
批
評
と
は
其
紙
質
墨
色
書
體
よ
り
す

る
も
の
に
し
て
、
史
家
の
史
料
に
接
す
る
に
當
り
て
先
甄
別
を
要
す
る
所
の
條

件
な
り
、
然
れ
ど
も
此
種
の
批
評
の
み
に
て
は
未
盡
く
せ
り
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
、

若
し
僞
造
に
巧
な
る
者
あ
り
て
當
時
の
紙
と
當
時
の
墨
と
を
用
ゐ
當
時
の
書
體

に
熟
し
て
文
辭
も
亦
相
應
な
る
も
の
を
作
爲
せ
ば
、
熟
練
の
鑑
定
者
と
雖
、
往

々
に
し
て
欺
か
る
ゝ
こ
と
あ
る
べ
く
、
又
文
書
類
の
者
は
兎
も
角
、
著
述
に
至

り
て
は
此
種
の
鑑
定
は
效
力
を
顯
は
し
得
べ
き
場
合
極
め
て
稀
少
な
る
べ
し
、

且
此
種
の
批
評
充
分
に
し
て
鑑
定
正
鵠
を
得
、
其
史
料
に
し
て
僞
造
の
者
な
ら

ず
と
斷
定
せ
ら
れ
た
り
と
す
る
も
、
未
遽
に
其
文
書
の
内
容
を
信
用
す
べ
き
に

あ
ら
ず
、
若
し
直
に
こ
れ
を
輕
信
し
て
こ
れ
を
有
效
の
史
料
と
な
し
其
記
載
の

事
實
に
よ
り
て
立
論
せ
ば
、
其
斷
案
の
事
實
の
眞
相
に
背
馳
す
る
に
至
る
事
な

き
を
保
せ
ず
、
さ
れ
ば
既
に
明
に
外
形
上
に
よ
り
し
て
僞
造
と
定
ま
り
た
る
史

料
は
固
よ
り
措
て
論
ぜ
ず
、
外
形
上
の
批
評
よ
り
し
て
疑
似
に
屬
す
る
も
の
并

に
既
に
眞
物
と
鑑
定
せ
ら
れ
た
る
史
料
は
爰
に
第
二
の
試
驗
を
經
る
の
必
要
起

る
な
り
。

　
内
容
批
評
即
第
二
の
批
評
は
、
更
に
之
を
分
ち
て
二
と
な
す
こ
と
を
得
べ
し
、

曰
く
史
料
其
者
の
批
評
、
曰
く
外
圍
の
關
係
よ
り
來
る
批
評
是
な
り
、
第
一
は

他
に
關
係
な
く
し
て
單
に
其
史
料
に
つ
き
て
下
す
考
察
に
し
て
、
其
史
家
に
與

ふ
べ
き
史
的
觀
念
の
極
め
て
漠
然
た
る
べ
き
に
も
關
せ
ず
、
史
料
利
用
の
根
原

と
な
る
べ
き
も
の
な
り
、
若
し
此
考
察
に
し
て
健
全
な
る
を
得
ば
史
家
は
既
に

其
事
業
の
半
を
成
し
得
た
る
な
り
、
こ
の
考
察
や
、
其
考
證
以
前
に
あ
る
べ
き

も
の
に
し
て
一
言
以
て
こ
れ
を
掩
へ
ば
、
史
料
の
自
證
是
れ
な
り
、
こ
れ
を
爲

し
て
後
史
家
は
更
に
外
圍
の
事
情
に
照
ら
し
て
以
て
既
に
得
た
る
觀
念
の
範
圍

を
定
め
、
其
色
彩
を
明
に
し
、
更
に
精
確
な
る
者
と
な
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
、
他

證
是
れ
な
り
、
史
料
の
自
證
や
必
其
他
證
に
先
つ
べ
き
者
に
し
て
、
若
此
順
序

を
顛
倒
す
る
時
は
、
史
料
は
其
獨
立
の
價
値
を
失
ひ
て
既
に
他
の
史
料
に
よ
り

て
成
れ
る
觀
念
に
更
に
零
碎
の
知
識
を
附
與
す
る
に
過
ず
し
て
、
史
料
中
に
て

多
數
の
壓
制
行
は
る
る
こ
と
な
り
、
史
料
其
者
が
固
有
せ
る
色
彩
は
全
く
埋
沒

し
、
其
現
に
放
つ
べ
き
光
は
他
よ
り
借
受
け
た
る
も
の
と
な
り
て
、
恰
も
月
が

太
陽
の
光
に
よ
り
て
始
め
て
輝
く
が
如
く
な
る
べ
し
、
一
個
の
事
實
に
し
て
二

樣
以
上
の
解
釋
を
な
し
得
べ
き
者
少
し
と
な
さ
ず
、
若
し
單
に
外
圍
の
事
情
を

基
と
し
て
成
せ
る
觀
念
の
み
を
重
く
こ
れ
に
よ
り
て
、
此
疑
を
判
定
し
得
ざ
る

べ
し
と
せ
ば
、
此
觀
念
の
錯
誤
あ
る
場
合
に
於
て
は
遂
に
こ
れ
を
矯
正
す
る
こ

と
を
得
ざ
る
べ
し
、
史
料
中
の
多
數
の
壓
制
と
は
こ
れ
な
り
、
而
し
て
如
何
な

る
事
實
も
其
實
際
に
於
て
は
決
し
て
一
個
以
上
の
正
當
な
る
解
釋
を
許
さ
ゞ
る

者
な
る
こ
と
明
な
れ
ば
、
最
深
最
後
の
疑
團
は
史
料
の
自
證
を
措
き
て
他
に
解

釋
の
方
法
を
索
め
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
自
證
を
經
、
他
證
を
經
る
も
、
史
家
の
職
務
は
未
終
れ
る
に
あ
ら
ず
、
史
家

は
自
證
に
始
ま
り
考
證
を
經
て
精
密
と
な
れ
る
觀
念
を
以
て
、
更
に
史
料
に
對

し
是
を
直
接
の
史
的
知
識
と
な
す
を
要
す
、
史
料
の
批
評
は
爰
に
於
て
其
終
を
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告
げ
た
る
な
り
。

　
史
料
の
批
評
の
困
難
な
る
こ
と
實
に
斯
の
如
し
、
而
し
て
史
料
中
文
書
を
以

て
比
較
的
容
易
の
者
と
な
す
、
何
と
な
れ
ば
多
數
の
文
書
は
其
中
に
含
有
す
る

事
實
の
數
極
め
て
少
く
し
て
錯
綜
の
度
深
か
ら
ず
、
一
事
實
の
觀
察
は
其
史
料

全
體
の
觀
察
と
な
る
こ
と
多
け
れ
ば
な
り
、
書
籍
に
至
り
て
は
批
評
の
困
難
更

に
倍
加
す
、
而
し
て
其
書
籍
の
浩
澣
な
る
に
從
ひ
て
益
太
甚
し
、
其
中
に
は
幾

千
百
の
事
實
を
含
有
し
、
此
事
實
や
各
其
出
處
を
異
に
し
、
然
か
も
互
に
糾
紛

し
解
釋
し
、
ま
た
解
釋
を
亨
く
る
者
な
れ
ば
な
り
。
故
に
書
籍
は
其
大
體
の
史

的
價
値
を
定
め
得
た
る
後
も
、
尚
書
中
に
存
す
る
各
事
實
に
つ
き
て
は
特
別
の

批
評
を
な
す
を
要
す
る
も
の
な
り
、
此
事
や
明
白
の
理
の
如
く
見
ゆ
れ
ど
も
、

多
く
の
修
史
上
の
錯
誤
は
信
憑
す
べ
き
者
な
り
と
の
評
あ
る
書
を
過
信
し
て
、

書
中
の
何
れ
の
事
實
も
精
確
な
り
と
速
斷
す
る
よ
り
來
る
こ
と
を
想
へ
ば
、
決

し
て
輕
々
に
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
要
件
な
り
、
史
料
と
し
て
或
書
籍
の
大
體
の

價
値
を
定
む
る
こ
と
は
修
史
上
極
め
て
重
要
な
る
こ
と
な
れ
ど
も
、
此
批
判
定

が
書
中
の
各
事
實
に
及
ぼ
す
べ
き
影
響
は
薄
弱
に
し
て
、
且
彌
漫
し
た
る
も
の

な
れ
ば
、
書
中
の
各
事
實
の
史
的
價
値
は
大
部
分
は
其
事
實
の
特
殊
の
考
察
に

基
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
一
般
に
僞
書
と
し
て
排
斥
せ
ら
る
ゝ
書
籍
も
沙
中
の
眞

珠
に
も
比
す
べ
き
史
的
光
彩
の
燦
然
た
る
事
實
を
含
有
す
る
こ
と
往
々
な
り
。

　
鎌
倉
時
代
の
根
本
史
料
た
る
吾
妻
鏡
の
如
き
は
管
見
を
以
て
せ
ば
或
は
其
性

質
は
誤
解
せ
ら
れ
、
其
史
料
と
し
て
の
價
値
は
過
大
視
せ
ら
る
ゝ
者
に
あ
ら
ざ

る
な
き
か
、
左
に
逐
次
其
理
由
を
述
ぶ
べ
し
。

　
　
　
　
（
一
）
吾
妻
鏡
は
果
し
て
純
粹
の
日
記
な
る
や
否
や

　
日
記
類
の
史
料
中
重
要
の
地
位
を
占
む
る
所
以
は
、
單
に
其
當
時
史
料
た
る

に
あ
り
、
詳
言
す
れ
ば
事
實
が
其
出
來
せ
し
日
に
記
載
せ
ら
る
ゝ
を
以
て
な
り
、

出
處
分
明
と
い
ふ
が
如
き
は
必
し
も
日
記
類
の
特
長
に
は
あ
ら
ず
、
此
點
に
於

け
る
價
値
は
日
記
者
の
觀
察
力
の
明
否
と
、
其
公
平
と
否
と
、
及
び
其
記
述
せ

る
事
實
に
對
し
て
日
記
者
の
位
置
如
何
、
即
出
來
せ
る
事
實
と
其
記
述
と
の
間

に
横
は
る
べ
き
外
圍
的
媒
介
の
性
質
に
よ
る
も
の
に
し
て
、
事
實
が
未
確
然
た

る
認
定
を
經
ざ
る
間
に
發
生
す
る
日
々
の
風
説
が
、
往
々
日
記
に
上
り
得
る
こ

と
を
思
へ
ば
、
此
點
に
於
て
は
、
日
記
は
却
り
て
危
險
な
る
史
料
た
る
こ
と
も

な
き
に
あ
ら
ず
、
さ
れ
ば
日
記
の
史
的
價
値
は
主
と
し
て
記
憶
な
る
者
は
時
を

經
過
す
る
こ
と
長
き
に
從
ひ
て
次
第
に
精
確
な
る
再
現
を
得
べ
き
能
力
を
失
ふ

べ
し
と
の
原
理
に
基
づ
く
も
の
に
し
て
、
苟
も
日
記
に
し
て
其
日
記
た
る
の
性

質
を
失
ひ
て
追
記
の
性
質
を
帶
ぶ
る
に
至
ら
ば
、
其
史
料
と
し
て
の
價
値
が
減

殺
せ
ら
る
ゝ
所
あ
る
べ
き
は
至
當
の
事
な
り
、
彼
武
家
時
代
に
於
け
る
公
卿
縉

紳
の
徒
に
王
朝
の
盛
時
を
顧
み
醉
生
夢
死
し
、
當
時
の
天
下
の
大
勢
に
至
り
て

は
懵
然
と
し
て
知
る
な
き
の
輩
多
き
も
、
而
か
も
其
日
記
が
相
應
に
史
的
價
値

を
有
す
る
に
至
れ
る
其
所
以
亦
偏
に
爰
に
あ
り
て
存
す
る
な
り
。

　
吾
妻
鏡
は
果
し
て
純
粹
の
日
記
な
る
や
否
や
星
野
博
士
の
吾
妻
鏡
考
に
も

　
　
　
文
體
ヲ
審
ニ
ス
ル
ニ
前
後
詳
略
ア
リ
前
半
ハ
追
記
ニ
シ
テ
後
半
ハ
逐
次

　
　
　
續
録
セ
シ
ニ
似
タ
リ

と
あ
り
て
徹
頭
徹
尾
純
粹
の
日
記
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
は
博
士
既
に
こ
れ
を
云
は

れ
た
り
。
さ
れ
ど
博
士
の
所
謂
前
半
後
半
の
經
界
は
博
士
の
吾
妻
鏡
考
中
に
見

え
ざ
れ
ば
今
高
見
を
知
悉
す
る
に
由
な
し
文
治
以
前
は
措
て
論
せ
ず
今
其
以
後

に
つ
き
て
追
記
と
思
惟
せ
ら
る
ゝ
二
三
の
事
實
を
列
擧
し
て
以
て
蛇
足
を
添
へ

む
と
欲
す
。

　
建
暦
三
年
四
月
十
六
日
の
條
に

　
　
　
朝
盛
出
家
事
郎
從
等
走
歸
本
所
、
告
父
祖
等
、
此
時
乍
驚
、
自
閨
中
述

　
　
　
出
一
通
書
状
、
披
覽
之
處
、
處
書
載
云
叛
逆
之
企
、
於
今
者
定
難
被
默

　
　
　
止
歟
、
雖
然
、
順
一
族
、
不
可
奉
射
主
君
、
又
候
御
方
、
不
可
敵
于
父
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祖
、
不
如
入
無
爲
、
免
自
他
苦
患
云
々
、
義
盛
聞
此
事
、
太
忿
怒
、
已

　
　
　
雖
法
體
、
可
追
返
之
由
、
示
付
四
郎
左
衞
門
尉
義
直
、
（
下
略
）

　
朝
盛
の
出
家
に
至
り
て
は
既
に
公
然
の
事
實
な
れ
ば
何
人
の
之
を
知
る
と
も

怪
む
に
足
ら
ざ
れ
ど
も
其
遺
書
の
閨
中
に
存
せ
し
こ
と
并
に
其
書
中
記
載
の
事

項
に
至
り
て
は
遽
に
和
田
一
門
以
外
の
人
に
洩
る
べ
き
に
は
あ
ら
ず
、
殊
に
書

載
云
以
下
の
事
項
に
關
し
て
は
和
田
氏
未
公
然
擧
兵
の
事
あ
ら
ざ
る
以
前
に
あ

り
て
は
、
和
田
氏
た
る
者
力
を
竭
し
て
其
秘
密
を
保
つ
べ
き
こ
と
な
る
は
理
の

當
然
な
れ
ば
、
此
遺
書
の
發
見
せ
ら
れ
し
當
日
に
日
記
者
の
耳
に
達
し
た
り
と

せ
む
事
頗
危
險
な
る
斷
案
な
り
、
故
に
吾
妻
鏡
が
此
條
の
記
事
を
以
て
信
憑
す

る
に
足
る
も
の
と
せ
ば
、
追
記
し
た
り
と
す
る
方
安
全
の
推
測
な
る
べ
く
、
然

ら
ざ
れ
ば
、
此
事
項
は
記
者
の
臆
斷
に
と
ゞ
ま
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
な
る
べ

し
。

　
同
年
五
月
三
日
の
條
に

　
　
　
御
方
兵
由
利
中
八
郎
維
久
、
於
若
宮
大
路
射
三
浦
之
輩
、
其
箭
註
姓
名
、

　
　
　
古
郡
左
衞
門
尉
保
忠
郎
從
兩
三
輩
中
此
箭
、
保
忠
大
瞋
兮
、
取
件
箭
返

　
　
　
之
處
、
立
匠
作
之
鎧
草
摺
之
間
、
維
久
令
與
義
盛
、
奉
射
御
方
大
將
軍

　
　
　
之
由
、
披
露
云
々

　
同
五
月
五
日
の
條
に

　
　
　
去
三
日
由
利
中
八
郎
維
久
、
奉
射
匠
作
事
、
造
意
之
企
也
、
已
同
義
盛
、

　
　
　
可
彼
糺
明
之
由
、
有
其
沙
汰
、
被
召
件
箭
於
御
所
之
處
、
矢
注
分
明
也
、

　
　
　
更
難
遁
其
咎
之
旨
、
有
御
氣
色
、
而
維
久
陳
申
云
、
候
御
方
防
凶
徒
事
、

　
　
　
武
州
令
見
知
給
、
被
尋
決
之
後
、
可
有
罪
科
左
右
歟
云
々
、
仍
召
武
州
、

　
　
　
武
州
被
申
云
、
維
久
於
若
宮
大
路
、
對
保
忠
發
箭
及
度
々
、
斯
時
凶
徒

　
　
　
等
頗
引
返
、
推
量
之
所
覃
、
阿
黨
射
返
彼
箭
歟
云
々
、
然
而
猶
以
不
宥

　
　
　
之
云
々

　
五
月
三
日
の
條
と
同
五
日
の
條
と
は
若
吾
妻
鏡
が
一
人
の
手
に
成
り
た
る
日

記
な
り
と
せ
ば
、
明
に
其
間
に
矛
盾
の
存
す
る
こ
と
を
見
る
べ
く
、
此
矛
盾
を

解
釋
せ
ん
に
は
三
日
の
條
の
記
事
を
以
て
追
記
な
り
と
せ
ざ
る
を
得
ず
、
然
ら

ざ
れ
ば
三
日
に
於
て
既
に
明
白
な
る
事
實
が
、
五
日
に
於
て
疑
義
と
な
る
こ
と

怪
む
べ
き
こ
と
な
り
、
且
三
日
の
記
事
は
既
に
其
中
に
於
て
矛
盾
を
含
め
り
、

慥
に
御
方
に
候
せ
る
維
久
が
、
故
に
矢
を
義
盛
に
送
り
て
泰
時
を
射
さ
し
め
た

り
と
い
ふ
が
如
き
は
、
事
實
上
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
に
し
て
、
此
矛
盾
は

益
三
日
の
記
事
の
麁
忽
に
追
記
せ
ら
れ
た
る
こ
と
を
證
す
る
者
な
り
。

　
承
久
兵
亂
の
記
事
に
至
り
て
は
半
ば
全
く
追
記
な
り
、
若
追
記
な
り
と
せ
ざ

れ
ば
、
此
日
記
者
は
數
多
の
分
身
を
有
す
る
人
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
承
久
三

年
五
月
廿
四
日
ま
で
は
記
者
は
鎌
倉
を
中
心
と
し
て
記
述
を
な
す
と
雖
、
廿
五

日
の
條
に
至
り
て
は
初
に

　
　
　
自
廿
二
日
至
今
曉
、
於
可
然
東
士
者
、
悉
以
上
洛
、
於
京
兆
所
記
置
其

　
　
　
交
名
也

と
鎌
倉
の
事
を
記
し
、
而
し
て
同
日
の
條
に

　
　
　
今
日
及
黄
昏
、
武
州
至
駿
河
國
、
爰
安
東
兵
衞
尉
忠
家
云
々

と
駿
河
國
に
起
れ
る
事
件
を
記
す
、
日
記
者
は
こ
れ
よ
り
し
て
二
個
の
分
身
を

有
す
。

　
廿
六
日
の
條
に
初
は

　
　
　
始
行
世
上
無
爲
祈
祷
於
鶴
岡
云
々

と
鎌
倉
に
起
れ
る
事
件
を
記
し
て
而
し
て
、
同
日
の
條

　
　
　
武
州
者
着
于
手
越
驛
云
々

ま
た

　
　
　
今
日
晩
景
秀
澄
自
美
濃
國
去
十
九
日
遣
官
軍
所
被
固
關
方
之
也
重
飛
脚

　
　
　
於
京
都
申
云
、
關
東
士
云
々
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と
あ
り
記
者
の
分
身
の
數
は
爰
に
於
て
更
に
一
個
を
増
せ
り
。

　
同
廿
九
日
の
條
に

　
　
　
佐
々
木
兵
衞
太
郎
信
實
兵
衞
盛
綱
法
師
等
相
從
北
陸
道
大
將
軍
朝
時
令

　
　
　
上
洛
、
爰
阿
波
宰
相
中
將
信
成
卿
亂
逆
之
張
本
家
人
河
勾
八
郎
家
賢
腰

　
　
　
賢
瀧
口
季
後
胤
引
率
伴
類
六
十
餘
人
、
籠
于
越
後
國
加
地
庄
願
文
山
之

　
　
　
間
、
信
實
追
討
之
訖
、
關
東
士
敗
官
軍
之
最
初
也

　
ま
た
同
日
の
條
に

　
　
　
相
州
武
州
等
率
大
軍
上
洛
事
、
今
日
達
叡
聞
云
々
、
院
中
上
下
消
魂
云

　
　
　
々

爰
に
至
り
て
分
身
の
數
更
に
二
個
を
増
し
て
一
は
北
陸
に
あ
り
一
は
京
師
に
あ

り
。

　
同
晦
日
の
條
に

　
　
　
相
州
著
遠
江
國
橋
本
驛
云
々

と
こ
れ
に
よ
り
て
見
れ
ば
記
者
に
は
な
ほ
相
州
の
身
に
添
へ
る
一
分
身
あ
り
け

る
な
り
、
此
の
如
く
承
久
兵
亂
に
關
し
て
は
吾
妻
鏡
は
鎌
倉
に
起
り
し
こ
と
も

北
陸
に
起
り
し
こ
と
も
乃
至
は
關
西
に
起
り
し
こ
と
を
も
皆
各
其
起
り
し
日
に

か
け
て
之
を
載
す
る
こ
と
な
る
が
、
此
の
如
き
早
業
は
電
信
な
る
も
の
ゝ
存
せ

ざ
り
し
當
時
に
あ
り
て
は
、
日
記
者
に
し
て
數
多
の
分
身
を
有
す
る
に
あ
ら
ざ

る
よ
り
、
決
し
て
成
し
得
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
り
、
而
し
て
分
身
の
事
も
亦
あ

り
得
べ
き
事
な
ら
ざ
れ
ば
、
承
久
兵
亂
に
關
す
る
吾
妻
鏡
の
記
事
は
後
日
の
追

記
な
る
こ
と
疑
も
な
き
こ
と
な
る
べ
し
。

　
脱
漏
之
卷
嘉
禄
二
年
十
一
月
八
日
の
條
に

　
　
　
陸
奧
國
平
泉
圓
隆
寺
燒
亡
、
于
時
有
此
災
之
由
、
告
廻
鎌
倉
中
者
有
之

　
　
　
可
謂
不
思
議
云
々
然
後
日
所
令
風
聞
彼
時
刻
也

こ
れ
明
に
此
記
事
の
追
記
た
る
こ
と
を
自
白
す
る
も
の
な
り

　
以
上
述
ぶ
る
所
に
よ
り
て
推
論
せ
ば
、
吾
妻
鏡
は
少
く
も
嘉
禄
二
年
ま
で
は

追
記
の
事
實
を
混
じ
た
る
者
な
る
こ
と
明
な
る
べ
し
、
今
假
り
に
嘉
禄
二
年
を

以
て
追
記
と
否
と
の
經
界
と
定
む
る
と
き
は
、
此
年
は
吾
妻
鏡
が
筆
を
起
せ
る

治
承
四
年
よ
り
算
す
れ
ば
四
十
七
年
目
に
し
て
、
此
書
を
載
す
る
所
の
記
事
が

八
十
七
年
に
亘
る
よ
り
し
て
考
ふ
れ
ば
、
年
數
に
於
て
は
先
中
頃
と
も
云
ふ
べ

け
れ
ば
、
星
野
博
士
が
前
半
は
追
記
な
り
と
云
は
れ
た
る
は
、
至
當
の
言
な
る

べ
し
。
此
前
半
が
一
人
の
手
に
て
一
擧
に
追
記
せ
ら
れ
た
る
や
、
或
は
既
に
存

せ
し
日
記
に
補
繕
を
な
し
た
る
者
な
る
や
、
博
士
も
こ
れ
を
明
言
せ
ら
れ
ず
、

余
は
寧
後
説
を
信
ぜ
ん
と
欲
す
る
も
の
な
れ
ど
も
、
此
點
は
今
暫
く
こ
れ
を
措

き
、
兎
に
角
吾
妻
鏡
の
前
半
は
純
粹
の
日
記
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
思
は
ゞ
、
其

價
値
の
大
體
に
於
て
減
殺
を
來
す
べ
き
こ
と
は
、
免
る
べ
か
ら
ざ
る
運
命
な
ら

む
。

　
　
　
　
（
二
）
吾
妻
鏡
は
其
性
質
上
果
し
て
官
府
の
書
類
な
る
べ
き
か

　
吾
妻
鏡
が
既
に
追
記
と
日
記
と
を
混
じ
て
成
れ
る
者
と
定
ま
れ
り
と
す
る
と
、

若
し
其
追
記
の
部
が
官
府
の
吏
人
の
公
職
を
帶
び
て
な
せ
る
者
な
ら
ば
、
吾
妻

鏡
は
公
書
類
と
し
て
特
別
の
價
値
を
失
ふ
こ
と
な
か
る
べ
し
、
余
は
竊
か
に
其

公
書
類
た
る
を
怪
し
む
者
な
り
、
星
野
博
士
は
其

　
　
　
治
承
四
年
ヨ
リ
文
永
三
年
ニ
至
ル
マ
テ
凡
八
十
七
年
間
鎌
倉
幕
府
ノ
日

　
　
　
記
ナ
リ
編
者
ノ
姓
名
傳
ハ
ラ
サ
ル
モ
其
幕
府
ノ
吏
人
ナ
ル
ハ
疑
ナ
シ

と
云
は
れ
た
れ
ど
も
余
は
寧
ろ
林
道
春
の
東
鑑
考
に

　
　
　
東
鏡
未
詳
撰
、
盖
北
條
家
之
左
右
執
文
筆
者
記
之
歟
、
此
中
北
條
殿
請

　
　
　
文
下
知
書
状
等
皆
平
性
而
不
書
諱
、
又
其
廣
元
邦
通
俊
兼
之
筆
記
亦
當

　
　
　
混
雜
而
在
歟

と
云
へ
る
に
同
ぜ
ん
と
欲
す
。
承
久
以
降
鎌
倉
幕
府
の
實
權
全
然
北
條
氏
の
手

に
歸
し
て
よ
り
は
、
北
條
氏
の
左
右
と
て
も
實
際
は
幕
府
の
吏
人
と
異
る
所
な
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け
れ
ば
、
吾
妻
鏡
後
半
の
無
味
乾
燥
の
事
實
多
き
日
記
の
部
に
至
り
て
は
、
孰

れ
に
て
も
不
可
な
き
こ
と
な
れ
ど
も
、
其
上
半
即
比
較
的
價
値
の
大
な
る
部
分

を
考
察
す
る
時
は
、
官
府
の
書
類
と
し
て
は
少
し
く
詳
細
に
過
ぎ
冗
長
の
嫌
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
其
北
條
氏
を
回
護
す
る
こ
と
の
至
れ
る
、
鎌
倉
幕
府
の
吏
人

の
編
著
と
し
て
は
奇
怪
に
思
は
る
ゝ
條
少
か
ら
ず
、
星
野
博
士
は
吾
妻
鏡
を
評

し
て

　
　
　
叙
事
確
實
質
ニ
シ
テ
野
ナ
ラ
ズ
簡
ニ
シ
テ
能
ク
盡
ク
ス
頼
朝
ノ
天
下
經

　
　
　
營
ノ
方
略
北
條
ノ
政
柄
攘
竊
ノ
心
曲
等
描
寫
ニ
シ
テ
其
顛
末
を
具
備
セ

　
　
　
リ
タ
ヾ
頼
家
變
死
ノ
一
事
ハ
曲
筆
ヲ
免
レ
ズ
ト
雖
、
其
餘
ハ
皆
直
書
シ

　
　
　
テ
諱
マ
ズ

と
い
は
れ

　
　
　
頼
朝
ノ
傍
媱
政
子
ノ
妬
悍
ノ
類
隱
避
ス
ル
所
ナ
キ
ヲ
以
テ
モ
之
ヲ
知
ル

　
　
　
ベ
シ

と
て
其
直
筆
の
一
例
と
な
さ
れ
た
れ
ど
も
、
王
朝
淫
靡
の
餘
風
を
享
け
た
る
當

時
に
あ
り
て
は
男
女
の
關
係
の
亂
れ
た
り
し
は
事
實
に
し
て
、
當
時
の
人
も
強

て
か
ゝ
る
こ
と
を
秘
密
に
せ
む
と
の
念
慮
熾
な
ら
ず
。
こ
れ
に
關
し
て
は
其
倫

理
の
標
準
は
他
の
人
倫
關
係
に
於
け
る
よ
り
も
數
等
低
か
り
け
れ
ば
、
從
ひ
て

曲
筆
を
爲
す
の
必
要
を
感
ず
る
こ
と
薄
し
、
故
に
單
に
こ
れ
の
み
を
以
て
は
、

吾
妻
鏡
は
一
般
に
直
筆
な
り
と
し
て
之
を
信
用
す
る
こ
と
難
き
も
の
あ
る
に
似

た
り
、
今
頼
家
變
死
の
事
件
以
外
に
曲
筆
と
思
は
る
ゝ
二
三
を
例
擧
す
べ
し

　
建
仁
三
年
九
月
五
日
の
條
に

　
　
　
將
軍
家
御
病
痾
少
減
、
※
以
保
壽
算
而
令
聞
若
君
並
能
員
滅
亡
事
給
、

　
　
　
不
堪
其
鬱
陶
、
可
誅
遠
州
由
、
密
々
被
仰
和
田
左
衞
門
尉
義
盛
及
仁
田

　
　
　
四
郎
忠
常
等
、
云
々

と
あ
り
義
盛
は
能
員
の
邸
を
攻
め
し
人
な
り
、
頼
家
如
何
に
暗
愚
な
り
と
す
る

も
、
既
に
事
變
を
聞
き
た
り
と
せ
ば
、
義
盛
の
擧
動
を
知
る
べ
き
筈
な
り
。
假

り
に
こ
れ
を
知
ら
ざ
り
し
と
す
る
も
、
斯
る
重
要
な
る
密
事
を
託
す
る
に
先
ち

て
は
、
必
之
を
託
す
る
に
足
る
べ
き
人
を
撰
擇
す
る
は
普
通
に
し
て
且
至
當
の

事
な
れ
ば
、
頼
家
が
密
書
を
義
盛
に
與
ふ
る
に
際
し
て
は
比
企
邸
の
事
變
に
關

し
て
義
盛
が
執
り
し
態
度
を
知
れ
り
と
考
ふ
る
こ
と
穩
當
な
る
べ
し
、
既
に
之

を
知
れ
り
と
せ
ば
、
北
條
方
な
る
義
盛
に
頼
家
が
密
書
を
與
へ
た
る
こ
と
は
實

ら
し
か
ら
ざ
る
こ
と
な
り
、
よ
し
吾
妻
鏡
の
編
者
に
數
歩
を
讓
り
て
義
盛
の
比

企
邸
を
攻
め
し
は
深
く
北
條
氏
に
結
托
せ
る
結
果
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
比
企
氏

に
對
す
る
感
情
よ
り
來
り
た
り
と
假
定
し
、
頼
家
が
義
盛
に
反
正
の
望
を
屬
し
、

其
右
族
の
領
袖
た
る
の
故
を
以
て
、
此
密
事
を
得
べ
き
唯
一
の
家
人
と
信
じ
以

て
密
書
を
與
ふ
る
に
至
れ
り
と
す
る
も
、
同
樣
の
密
書
を
仁
田
忠
常
に
も
與
へ

た
り
と
の
事
實
は
信
用
し
が
た
き
事
な
り
、
忠
常
は
能
員
を
殺
し
た
る
當
の
下

手
人
な
り
、
而
し
て
其
驍
勇
は
有
名
な
る
も
、
別
に
鎌
倉
に
勢
力
あ
る
人
に
も

あ
ら
ず
、
頼
家
と
雖
、
豈
か
ゝ
る
輩
に
密
事
を
委
託
す
る
の
愚
を
學
ふ
べ
き
筈

あ
ら
ん
や
、
愚
考
を
以
て
す
れ
ば
、
此
日
の
記
事
は
、
少
く
も
其
忠
常
に
關
せ

る
部
分
は
、
翌
日
時
政
が
忠
常
を
殺
す
條
の
伏
線
と
し
て
、
之
が
辯
明
に
供
し

た
る
風
説
を
登
録
し
た
る
に
過
ぎ
ず
。

　
元
久
二
年
六
月
廿
一
日
の
條
に

　
　
　
牧
御
方
請
朝
雅
去
年
爲
畠
山
六
郎
被
惡
口
讒
訴
、
被
鬱
胸
之
、
可
誅
重

　
　
　
忠
父
子
之
由
、
内
々
有
計
議
、
先
遠
州
被
仰
此
事
於
相
州
並
式
部
烝
時

　
　
　
房
主
等
、
兩
客
被
申
云
、
重
忠
治
承
四
年
以
來
、
專
忠
直
間
、
右
大
將

　
　
　
軍
依
鑒
其
志
給
、
可
奉
護
後
胤
之
旨
、
被
遺
慇
懃
御
詞
者
也
、
就
中
雖

　
　
　
候
于
金
吾
將
軍
御
方
、
能
員
合
戰
之
時
、
參
御
方
抽
其
忠
、
是
併
重
御

　
　
　
父
子
禮
之
故
也
重
忠
者
遠
州
聟
也
而
今
以
何
憤
可
令
叛
逆
哉
、
若
被
弃

　
　
　
度
々
勳
功
、
被
加
楚
忽
誅
戮
者
、
定
可
及
後
悔
、
糺
犯
否
之
眞
僞
之
後
、
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有
其
沙
汰
、
不
可
停
滯
歟
云
々

　
同
廿
三
日
の
條
に
も

　
　
　
相
州
被
申
云
、
重
忠
弟
親
類
大
略
以
在
他
所
、
相
從
于
戰
場
之
者
、
僅

　
　
　
百
餘
輩
也
、
然
者
企
謀
反
事
、
已
爲
虚
誕
、
若
依
讒
訴
逢
誅
戮
歟
、
太

　
　
　
以
不
便
、
斬
首
持
來
于
陣
頭
、
見
之
不
忘
年
來
合
眼
之
眤
、
悲
涙
難
禁

　
　
　
云
々

と
あ
り
若
此
等
の
記
述
に
し
て
事
實
な
ら
ば
、
義
時
が
重
忠
を
以
て
忠
孝
節
烈

の
士
と
な
し
こ
れ
を
敬
愛
し
こ
れ
を
辯
護
す
る
こ
と
至
れ
り
と
い
ふ
べ
し
。
而

し
て
諫
め
て
聽
か
ず
號
泣
し
て
父
に
從
ふ
が
如
き
に
至
り
て
は
、
義
時
は
殆
儔

稀
な
る
義
人
孝
子
と
い
ふ
も
可
な
る
べ
し
、
此
事
件
に
付
き
て
の
政
子
の
態
度

を
ば
、
吾
妻
鏡
之
を
明
記
せ
ざ
れ
ど
も
、
其
後
幾
く
も
な
く
し
て
起
れ
る
朝
政

謀
反
事
件
よ
り
し
て
考
ふ
る
も
、
政
子
は
重
忠
誅
戮
に
關
し
て
は
義
時
も
同
一

の
意
見
な
り
と
想
像
し
て
大
差
な
か
る
べ
し
、
然
る
に
同
年
七
月
八
日
の
條
に

　
　
　
以
畠
山
次
郎
重
忠
餘
黨
等
所
領
、
賜
勳
功
之
輩
、
尼
御
臺
所
御
計
也
、

　
　
　
將
軍
家
御
幼
稚
之
間
如
此
云
々

　
同
月
廿
日
の
條
に

　
　
　
尼
御
臺
所
御
方
女
房
五
六
輩
、
浴
新
恩
、
是
又
亡
卒
遺
也
云
々

と
あ
り
、
寃
罪
に
て
誅
せ
ら
れ
廣
常
の
後
の
如
き
は
勿
論
、
眞
に
其
罪
あ
り
て

誅
せ
ら
れ
し
者
の
後
と
雖
、
な
ほ
幕
府
よ
り
撫
恤
を
蒙
れ
る
例
も
あ
り
、
傳
ふ

る
如
く
ん
ば
重
忠
秋
毫
の
罪
あ
る
に
あ
ら
ず
、
こ
れ
鎌
倉
の
衆
目
の
み
る
所
、

義
時
政
子
の
熟
知
す
る
所
な
り
、
假
令
重
忠
の
誅
戮
を
ば
宥
む
る
こ
と
能
は
ざ

り
し
に
も
せ
よ
、
延
て
其
餘
黨
を
窮
追
し
こ
れ
が
所
領
を
奪
ひ
政
子
の
計
ら
ひ

と
し
て
之
を
勳
功
の
輩
に
與
ふ
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
義
時
も
又
爰

に
い
た
り
て
一
言
の
云
々
も
な
し
、
義
時
政
子
の
二
人
何
ぞ
始
め
て
孝
且
義
に

し
て
後
に
漠
然
た
る
の
甚
し
き
や
、
或
は
當
時
二
人
の
擧
動
を
以
て
父
時
政
に

對
し
て
忍
び
ざ
る
の
情
よ
り
來
り
た
り
と
す
る
も
、
若
同
年
閏
七
月
の
事
變
に

際
す
る
二
人
の
態
度
を
考
へ
ば
、
始
め
に
處
女
に
し
て
終
り
に
脱
兎
た
る
者
か
、

怪
む
べ
き
の
至
な
り
。
換
言
す
れ
ば
か
ゝ
る
矛
盾
を
來
す
所
以
は
吾
妻
鏡
の
編

者
が
強
て
義
時
を
回
護
せ
ん
と
欲
す
る
の
念
よ
り
し
て
か
ゝ
る
曲
筆
を
弄
す
る

に
至
り
し
に
外
な
ら
ざ
る
べ
し
。

　
其
他
吾
妻
鏡
に
謀
叛
と
記
せ
る
者
の
中
に
は
北
條
氏
に
對
し
て
何
等
の
反
抗

の
準
備
も
な
か
り
し
も
の
少
か
ら
ざ
る
は
、
ま
た
怪
む
べ
き
の
一
な
り
、
今
其

例
を
擧
ぐ
れ
ば
、
元
久
二
年
八
月
の
宇
都
宮
彌
三
郎
頼
綱
の
謀
叛
の
如
き
こ
れ

な
り
、
然
る
に
頼
綱
の
降
る
こ
と
速
な
り
し
よ
り
し
て
考
ふ
る
も
頼
綱
は
決
し

て
當
時
の
幕
府
に
對
し
て
謀
反
を
準
備
し
た
る
者
と
は
見
え
ざ
る
な
り
、
自
餘

の
所
謂
謀
叛
の
徒
の
中
に
も
、
單
に
攻
撃
的
動
作
を
爲
さ
ざ
り
し
の
み
な
ら
ず

し
て
、
甚
し
き
は
應
戰
防
守
の
準
備
さ
へ
も
な
く
一
た
び
討
平
を
向
け
ら
る
れ

ば
或
は
直
に
遁
逃
し
或
は
謝
罪
し
或
は
自
殺
せ
る
者
多
し
。
知
る
べ
し
、
是
等

は
多
く
は
眞
の
謀
叛
者
に
あ
ら
ず
些
少
の
事
項
は
北
條
氏
の
口
實
と
す
る
所
と

な
り
て
顛
滅
の
難
に
遭
ひ
し
者
な
る
こ
と
を
。
殊
に
寛
元
五
年
六
月
三
浦
氏
滅

亡
の
條
を
熟
讀
し
余
は
益
余
の
推
測
の
至
當
な
る
こ
と
を
、
信
ぜ
ん
と
欲
す
る

な
り
、
安
達
氏
北
條
氏
と
結
び
て
頻
り
に
名
門
右
族
を
芟
除
す
、
而
し
て
こ
れ

亦
北
條
氏
の
好
む
所
に
投
じ
た
る
者
な
り
、
三
浦
氏
も
亦
此
隱
謀
の
犧
牲
と
な

り
し
も
の
に
し
て
其
擧
兵
の
跡
甚
憐
む
べ
き
も
の
あ
り
、
吾
妻
鏡
の
編
者
此
等

の
徒
を
汎
稱
し
て
謀
反
と
い
ふ
、
盖
北
條
氏
に
※
る
も
の
な
り
。

　
建
保
四
年
九
月
廿
日
の
條
實
朝
大
江
廣
元
の
諫
言
に
答
へ
て

　
　
　
源
氏
正
統
縮
此
時
畢
、
子
孫
不
可
相
繼
之
、
然
者
飽
帶
官
職
欲
擧
家
名

　
　
　
云
々

と
云
へ
り
と
、
吾
妻
鏡
に
記
せ
り
と
雖
、
當
時
の
鎌
倉
は
次
第
に
關
東
素
撲
の

風
を
脱
し
て
競
ひ
て
京
都
の
虚
禮
多
き
開
化
を
輸
入
せ
る
こ
と
な
れ
ば
、
實
朝
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の
高
官
に
昇
り
且
昇
る
を
望
み
し
こ
と
も
、
さ
し
て
怪
む
べ
き
事
に
は
あ
ら
ざ

れ
ば
、
其
昇
進
の
事
必
し
も
實
朝
の
讖
言
を
借
ら
ざ
れ
ば
説
明
し
得
べ
か
ら
ざ

る
に
は
あ
ら
ず
。
余
は
寧
ろ
實
朝
の
此
言
を
發
せ
し
と
い
ふ
こ
と
の
事
實
た
る

を
疑
は
む
と
欲
す
る
な
り
、
恐
く
は
北
條
氏
の
爲
め
に
鶴
岡
の
變
に
關
す
る
嫌

疑
を
回
護
せ
む
と
し
て
此
言
を
な
せ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
き
か
。

　
建
保
七
年
二
月
八
日
の
條
に

　
　
　
去
月
廿
七
日
戍
尅
供
養
之
時
、
如
夢
兮
白
犬
見
御
傍
之
後
、
心
神
違
亂

　
　
　
之
間
、
讓
御
劒
於
仲
業
朝
臣
、
相
具
伊
賀
四
郎
計
、
退
出
畢
、
而
右
京

　
　
　
兆
者
被
役
御
劒
之
由
、
禪
師
兼
以
存
知
之
間
、
守
其
役
人
、
斬
仲
章
之

　
　
　
首
、
當
彼
時
此
堂
戍
神
不
坐
于
堂
中
給
云
々

疑
ひ
來
れ
は
こ
れ
亦
義
時
人
を
欺
く
の
擧
動
と
も
解
釋
し
得
べ
し
、
承
久
二
年

正
月
十
四
日
の
條
に

　
　
　
亥
刻
相
州
息
次
郎
時
村
三
郎
資
時
等
、
俄
以
出
家
、
時
村
行
念
資
時
眞

　
　
　
照
云
々
、
楚
忽
之
儀
人
怪
之

と
説
け
る
は
、
或
は
偶
然
に
鶴
岡
事
變
に
關
す
る
義
時
の
態
度
の
隱
微
の
消
息

を
傳
ふ
る
者
に
あ
ら
ざ
る
か
。

　
寛
元
二
年
頼
嗣
の
繼
立
に
付
き
て
は
、
吾
妻
鏡
は
何
等
の
委
曲
を
も
傳
へ
ず
、

建
長
三
年
頼
嗣
廢
せ
ら
る
の
件
に
關
し
て
も
、
建
長
三
年
十
二
月
廿
二
日
の
條

に　
　
　
鎌
倉
中
無
故
在
物
念
謀
反
之
輩
之
由
、
巷
説
相
交
、
幕
府
並
相
州
御
第

　
　
　
警
巡
頗
嚴
密
云
々

同
月
廿
六
日
の
條
に

　
　
　
今
日
未
尅
之
及
一
點
而
、
世
上
物
忩
也
、
近
江
大
夫
判
官
氏
信
、
武
藏

　
　
　
左
衞
門
尉
景
頼
、
生
虜
了
行
法
師
矢
作
左
衞
門
尉
千
葉
介
近
親
長
次
郎

　
　
　
左
衛
門
尉
久
連
等
、
件
之
輩
有
謀
反
之
企
云
々
、
仍
諏
方
兵
衛
入
道
爲

　
　
　
蓮
佛
之
承
推
問
子
細
、
大
田
七
郎
康
有
而
記
詞
、
逆
心
悉
顯
露
云
々
、

　
　
　
其
後
鎌
倉
中
彌
騷
動
、
諸
人
競
集
云
々

同
月
廿
七
日
條
に

　
　
　
被
誅
謀
反
之
衆
又
有
配
流
之
者
云
々
、
近
國
御
家
人
群
參
如
雲
霞
皆
以

　
　
　
可
歸
國
之
由
被
仰
出
也

と
記
載
す
る
の
み
に
て
將
軍
廢
立
の
理
由
に
至
り
て
は
極
め
て
漠
然
た
り
、
吾

妻
鏡
の
最
後
の
記
事
な
る
將
軍
宗
尊
親
王
を
廢
し
て
京
都
に
返
す
の
條
も
ま
た

要
領
を
得
ず
、
盖
此
書
の
編
者
回
護
の
途
な
き
よ
り
し
て
事
實
を
湮
滅
し
た
る

も
の
な
り

　
吾
妻
鏡
の
北
條
氏
の
爲
に
辯
護
し
屡
曲
筆
に
陷
る
こ
と
如
此
な
る
よ
り
し
て

見
れ
ば
、
余
は
之
を
以
て
幕
府
の
公
書
類
と
な
す
よ
り
は
道
春
の
考
證
に
從
ひ

て
北
條
氏
の
左
右
の
手
に
成
れ
る
者
と
な
す
の
穩
當
な
る
を
信
ず
る
な
り
。

　
吾
妻
鏡
は
惟
り
曲
筆
の
少
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
更
に
他
の
理
由
よ
り
し
て

官
府
の
日
記
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
證
し
得
べ
し
、
理
由
の
第
一
は
、
其
體
裁
格

例
の
一
定
せ
ざ
る
事
こ
れ
な
り
、
官
府
の
日
記
と
は
官
府
に
奉
仕
す
る
も
の
其

職
務
上
記
注
す
る
所
の
日
記
に
外
な
ら
ず
し
て
、
其
記
注
の
方
法
に
至
り
て
は

自
一
定
の
格
例
あ
る
を
常
と
す
、
繁
簡
は
素
よ
り
事
實
に
從
ひ
て
異
る
べ
き
も

の
な
れ
ば
、
之
を
一
樣
な
ら
し
む
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
も
、
若
既
に
一
事
件
を

記
載
し
た
り
と
せ
ば
同
種
類
の
事
件
再
出
來
す
る
時
は
、
特
別
な
る
事
情
あ
る

に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、
必
ず
こ
れ
を
記
す
べ
き
は
至
當
の
事
に
し
て
、
其
繁
簡

の
度
も
一
樣
な
る
べ
き
筈
な
り
、
吾
妻
鏡
中
文
治
以
前
の
小
説
的
記
事
多
き
部

分
は
今
之
を
措
き
、
其
他
の
部
分
に
就
き
て
之
を
見
る
も
體
裁
の
不
揃
な
る
こ

と
驚
く
に
堪
へ
た
り
、
年
處
を
經
る
に
從
ひ
て
浩
瀚
の
書
の
殘
闕
を
生
ず
る
は

自
然
の
事
な
れ
ば
、
吾
妻
鏡
の
同
一
運
命
に
遭
遇
せ
る
こ
と
素
よ
り
怪
む
に
足

ら
ざ
れ
ど
も
、
一
ヶ
月
以
上
の
連
續
せ
る
脱
漏
あ
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
然
か
も
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一
ヶ
年
中
僅
か
に
四
五
日
の
記
事
あ
る
も
の
多
き
に
至
り
て
は
、
余
は
こ
れ
を

以
て
單
に
散
佚
の
結
果
あ
り
と
信
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
、
此
の
如
き
は
正

治
建
仁
の
際
に
於
て
殊
に
甚
し
き
を
見
る
な
り
、
今
左
に
正
治
三
年
よ
り
建
仁

三
年
ま
で
吾
妻
鏡
に
見
ゆ
る
日
數
を
示
す
べ
し

　
　
　
正
治
三
年
（
建
仁
元
年
）

　
　
　
　
　
正
月
、
三
日
、
　
二
月
、
四
日
、
　
三
月
、
五
日
、
　
四
月
、
三

　
　
　
　
　
日
、

　
　
　
　
　
五
月
、
四
日
、
　
六
月
、
四
日
、
　
七
月
、
二
日
、
　
八
月
、
三

　
　
　
　
　
日
、

　
　
　
　
　
九
月
、
九
日
、
　
十
月
、
七
日
、
十
一
月
、
二
日
、
十
二
月
、
五

　
　
　
　
　
日
、

　
　
　
　
合
計
　
　
五
十
一
日

　
　
　
建
仁
二
年

　
　
　
　
　
正
月
　
四
日
、
　
二
月
　
四
日
、
　
三
月
　
六
日
、
　
四
月
　
三

　
　
　
　
　
日
、

　
　
　
　
　
五
月
　
八
日
、
　
六
月
　
七
日
、
　
七
月
　
六
日
、
　
八
月
　
六

　
　
　
　
　
日
、

　
　
　
　
　
九
月
　
五
日
、
　
十
月
　
十
日
、
十
一
月
　
八
日
、
十
二
月
　
八

　
　
　
　
　
日
、

　
　
　
　
合
計
　
　
八
十
五
日

　
三
ヶ
年
一
千
有
餘
日
の
中
に
就
き
て
日
記
に
上
ぼ
れ
る
も
の
僅
々
百
九
十
日

に
過
き
ず
、
如
何
に
平
穩
無
事
な
り
と
て
も
、
餘
り
に
簡
略
に
過
ぐ
る
な
り
、

蹴
鞠
和
歌
の
諸
會
の
み
な
ら
ず
天
體
の
日
常
の
變
化
其
他
鎌
倉
市
中
の
些
事
に

至
る
ま
で
輯
録
す
る
を
厭
は
ざ
る
吾
妻
鏡
と
し
て
は
、
余
は
是
等
過
度
の
簡
略

に
關
し
て
日
記
と
し
て
正
當
な
る
辯
解
を
有
せ
ざ
る
な
り
、
殊
に
建
仁
元
年
四

五
月
の
交
は
越
後
に
城
資
盛
の
叛
あ
り
て
鎌
倉
よ
り
は
討
手
と
し
て
佐
々
木
盛

綱
を
遣
は
せ
る
な
ど
、
中
々
の
騷
動
な
り
し
に
、
當
時
の
記
事
の
寂
莫
此
の
如

し
、
こ
れ
豈
格
例
あ
る
官
府
の
日
記
の
資
格
を
具
備
す
る
と
の
な
ら
む
や

　
又
建
長
二
年
十
二
月
廿
九
日
の
條
に

　
　
　
所
謂
新
造
閑
院
殿
遷
幸
之
時
、
瀧
口
衆
事
自
關
東
可
被
催
進
之
旨
、
所

　
　
　
被
仰
下
也
、
仍
日
來
有
沙
汰
、
任
寛
喜
二
年
閏
正
月
之
例
、
各
可
進
子

　
　
　
息
由
、
召
仰
可
然
之
氏
族
等
、
但
彼
時
人
數
記
不
分
明
之
間
、
被
尋
出

　
　
　
所
給
御
教
書
、
就
其
跡
等
、
今
日
被
仰
付
之
處
云
々

　
是
に
よ
り
て
見
れ
ば
瀧
口
に
關
す
る
寛
喜
二
年
の
古
例
の
記
録
は
官
府
に
存

せ
ざ
り
し
や
明
な
り
、
然
る
に
吾
妻
鏡
寛
喜
二
年
閏
正
月
廿
六
日
の
條
に

　
　
　
瀧
口
無
人
之
間
、
仰
經
歴
輩
之
子
孫
、
可
差
進
之
旨
、
被
下
院
宣
已
訖

　
　
　
・
仍
日
來
有
其
沙
汰
、
小
山
下
河
邊
千
葉
秩
父
三
浦
鎌
倉
宇
都
宮
氏
家

　
　
　
伊
東
波
多
野
、
此
家
々
可
進
子
息
一
人
之
旨
、
今
日
被
仰
下
其
状
云
云

若
寛
喜
の
此
記
事
に
し
て
官
府
の
日
記
な
り
と
せ
ば
、
建
長
二
年
に
於
て
各
家

に
賜
へ
る
御
教
書
に
就
き
て
古
例
を
尋
ぬ
る
の
要
な
か
る
べ
し
、
而
し
て
建
長

二
年
の
條
に
は
人
數
不
分
明
と
あ
れ
ば
、
寛
喜
の
記
事
は
官
府
の
日
記
に
あ
ら

ざ
る
こ
と
照
々
た
り
。

　
　
　
　
（
三
）
吾
妻
鏡
の
性
質
及
其
史
料
と
し
て
の
價
値
に
關
す
る
私
案

　
吾
妻
鏡
は
純
粹
の
日
記
に
も
あ
ら
ず
亦
幕
府
の
記
録
に
も
あ
ら
ざ
る
こ
と
前

文
述
ぶ
る
が
如
く
な
り
と
す
る
時
は
、
吾
妻
鏡
は
然
ら
ば
如
何
な
る
性
質
の
も

の
な
る
や
と
の
疑
問
は
必
生
ず
べ
し
、
私
案
を
以
て
す
れ
ば
吾
妻
鏡
は
三
部
よ

り
な
る
者
の
如
し
、

　
　
第
一
部
　
治
承
四
年
よ
り
承
元
前
後
ま
で

　
　
　
　
　
此
部
は
諸
家
の
記
録
及
故
老
の
物
語
を
參
照
し
て
日
記
體
に
編
述

　
　
　
　
　
せ
し
者
な
る
べ
く
吾
妻
鏡
中
趣
味
尤
津
々
た
れ
ど
も
從
ひ
て
潤
飾
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の
跡
多
く
北
條
氏
の
爲
に
曲
筆
を
な
せ
し
個
所
少
か
ら
ず

　
　
第
二
部
　
建
暦
前
後
よ
り
延
應
の
前
後
ま
で

　
　
　
　
　
此
部
は
追
記
の
個
處
も
曲
筆
も
第
一
部
よ
り
は
少
し
、
大
事
變
の

　
　
　
　
　
場
合
を
除
け
ば
他
は
主
と
し
て
諸
家
の
日
記
に
よ
れ
る
者
の
如
し
、

　
　
　
　
　
全
體
に
於
て
は
一
人
の
編
輯
の
如
く
な
る
も
、
口
碑
を
採
用
せ
し

　
　
　
　
　
點
は
至
つ
て
少
く
、
第
一
部
に
比
し
て
多
く
信
憑
す
る
に
足
る
文

　
　
　
　
　
暦
二
年
及
寛
元
二
年
の
重
出
す
る
は
第
二
部
の
終
り
と
第
三
部
の

　
　
　
　
　
初
と
其
年
代
に
於
て
重
複
す
る
所
あ
る
の
證
左
な
る
べ
く
、
第
二

　
　
　
　
　
部
も
終
り
に
近
く
に
從
ひ
て
純
粹
の
日
記
と
な
る
、
恐
く
ば
第
三

　
　
　
　
　
部
の
初
は
第
二
部
の
終
り
の
直
接
史
料
に
あ
ら
ざ
る
か

　
　
　
　
　
第
二
部
の
第
一
部
と
其
編
者
を
異
に
す
る
は
、
大
事
變
大
儀
式
等

　
　
　
　
　
を
記
述
す
る
に
當
り
て
、
第
二
部
に
特
有
な
る
熟
語
例
へ
ば
濟
々

　
　
　
　
　
焉
の
如
し
の
用
ひ
ら
る
ゝ
に
よ
り
て
之
を
推
す
べ
し

　
　
第
三
部
　
延
應
前
後
よ
り
終
り
ま
で

　
　
　
　
　
此
部
は
北
條
氏
の
左
右
の
記
せ
る
純
粹
の
日
記
な
り

　
此
の
如
く
吾
妻
鏡
は
複
雜
な
る
構
成
を
有
す
る
も
の
な
り
、
若
し
一
貫
し
た

る
性
質
の
も
の
と
す
る
時
は
寶
治
二
年
二
月
五
日
の
條
の

　
　
　
云
義
顯
云
泰
衡
、
非
指
朝
敵
、
只
以
宿
意
誅
亡
之
故
也
云
々

と
い
へ
る
記
述
は
、
文
治
五
六
年
の
記
事
と
撞
着
し
て
説
明
し
が
た
き
に
至
る

べ
し
。

　
史
料
と
し
て
吾
妻
鏡
の
價
値
は
主
と
し
て
守
護
地
頭
其
他
の
法
制
に
關
係
あ

る
事
實
に
あ
り
、
こ
れ
吾
妻
鏡
の
史
料
は
多
く
政
所
問
注
所
に
關
係
あ
る
諸
家

の
日
記
其
他
の
記
録
な
る
べ
き
の
故
の
み
に
あ
ら
ず
、
法
制
關
係
の
事
項
は
曲

筆
せ
る
ゝ
危
險
の
度
比
較
的
寡
少
な
る
を
以
て
な
り
、
其
他
の
事
項
に
關
し
て

も
吾
妻
鏡
は
豐
富
な
る
史
料
を
供
給
す
る
者
あ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
の
根
本
史
料

た
る
こ
と
を
失
は
ざ
れ
ど
も
、
法
制
關
係
を
取
除
き
て
の
政
治
史
の
材
料
と
し

て
は
一
種
の
傾
向
を
有
す
る
よ
り
し
て
、
從
ひ
て
往
々
曲
筆
を
免
れ
ざ
る
が
故

に
、
信
憑
す
べ
き
直
接
史
料
と
な
し
難
き
も
の
な
り
。

　
以
上
の
私
案
は
、
吾
妻
鏡
其
者
の
み
に
就
き
て
爲
し
た
る
考
察
に
し
て
、
此

考
察
と
雖
、
未
充
分
な
る
商
覈
を
經
た
り
と
い
ふ
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
此
私
案
も

不
完
全
を
免
れ
ざ
る
は
明
な
り
、
謹
み
て
江
湖
博
學
の
是
正
を
俟
つ
、
若
夫
れ

吾
妻
鏡
所
載
の
各
事
實
の
考
證
に
至
り
て
は
本
論
の
主
と
す
る
所
に
あ
ら
ざ
る

な
り
。
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